
令和５年度 6.9% 7.3% ＋0.4

令和６年度 6.2% 7.4% ＋1.2
※備考

　記載要領に基づく算定事務を徹底するとともに、組織的な業務習熟のための対策を講
じ、再発防止に努めてまいります。

３　再発防止策について

　　　令和５年度及び令和６年度決算に基づく野田村健全
　　　化判断比率の修正について

１　実質公債費比率

　１　健全化判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率の修正はありません。
　２　資金不足比率の修正はありません。

　令和７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の算定過程において、特定
財源等の数値に誤りがあることが判明し、改めて算定を行ったところ、実質公債費比率
の公表値に修正が生じたものです。

２　修正の経緯

　過去の算定数値の一部に誤りが判明したため、健全化判断比率及び資金不足比率への
影響について精査し、再算定を行ったところ、健全化判断比率のうち、令和５年度及び
令和６年度の実質公債費比率に修正が生じました。
　そのため、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、監
査委員の意見を付して、第13回野田村議会定例会（令和８年９月）へ報告しましたの
で、以下のとおり公表します。
　なお、修正後の比率は、起債制限（18％以上）及び早期健全化基準（25％以上）に該
当しません。
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（単位：ポイント）


